
連 結 注 記 表
個 別 注 記 表

「連結注記表」及び「個別注記表」につきましては、法令及び当社定款第16条の規定
に基づき、書面交付請求をいただいた株主様に対して交付する書面（電子提供措置事項
記載書面）への記載を省略しております。

株　主　各　位

第78期定時株主総会

その他の電子提供措置事項

（交付書面省略事項）

（2022年４月１日から2023年３月31日まで）

株式会社　サンリツ



建物及び構築物 ２年～50年
機械装置及び運搬具 ８年～15年

連　結　注　記　表

（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）
１．連結の範囲に関する事項

　すべての子会社を連結の範囲に含めております。
連結子会社の数 ３社
連結子会社の名称 千葉三立梱包運輸㈱、山立国際貨運代理（上海）有限公司

SANRITSU LOGISTICS AMERICA Inc.

２．持分法の適用に関する事項
　子会社はすべて連結しており、持分法を適用すべき関連会社はありません。

３．会計方針に関する事項
(１) 重要な資産の評価基準及び評価方法

①有価証券
その他有価証券

　　市場価格のない株式等以外のもの
期末日の市場価格等に基づく時価法
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は総平均法により算定）

　　市場価格のない株式等
総平均法による原価法

②デリバティブ
時価法

③原材料及び貯蔵品
　通常の販売目的で保有するための棚卸資産は、当社は、先入先出法による原価法（収益性の低下による簿価切
下げの方法）、連結子会社は主として最終仕入原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっておりま
す。

(２) 重要な減価償却資産の減価償却の方法
①有形固定資産（リース資産を除く）

　主として定率法を採用しております。
　ただし、当社の本社ビルの建物については定額法を採用しております。また、1998年４月１日以降に取得し
た建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降取得した建物附属設備及び構築物については、定額
法を採用しております。
　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　また、2007年３月31日以前に取得したものについては、償却可能限度額まで償却が終了した翌年から５年間
で均等償却する方法によっております。

②無形固定資産（リース資産を除く）
　定額法を採用しております。
　また、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用してお
ります。

③リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する定額法によっております。
所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。

(３) 重要な引当金の計上基準
①貸倒引当金

　債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については
個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。
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②賞与引当金
　当社及び国内連結子会社は、従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額の当連結会計年度負担額を計上し
ております。

(４) 退職給付に係る会計処理の方法
　当社及び国内連結子会社は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務の見込額
に基づき、当連結会計年度末において発生していると認められる額を計上しております。
①退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については、
給付算定式基準によっております。

②数理計算上の差異の費用処理方法
　数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10
年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理することとしております。

③小規模企業等における簡便法の採用
　国内連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を
退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

(５）重要な収益認識及び費用の計上基準
　当社及び連結子会社は、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）及び「収
益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　2020年３月31日）を適用しており、約
束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で
収益を認識しております。
　主要な事業における主な履行義務の内容及び収益を認識する通常の時点については、「（収益認識関係に関する
注記）」に記載のとおりです。

４．その他連結計算書類の作成のための重要な事項
(１) 連結子会社の事業年度等に関する事項

　千葉三立梱包運輸㈱、山立国際貨運代理（上海）有限公司、SANRITSU LOGISTICS AMERICA Inc.の決算日は
12月31日であります。連結計算書類の作成にあたっては、同日現在の計算書類を使用し、連結決算日との間に生
じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

(２) 外貨建資産、負債の本邦通貨への換算基準
　外貨建金銭債権債務は連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま
す。
　なお、在外子会社の資産及び負債は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中平均
相場により円貨に換算して、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めております。

(３) 重要なヘッジ会計の方法
①ヘッジ会計の方法

　繰延ヘッジ処理を採用しております。
②ヘッジ手段とヘッジ対象

　当連結会計年度にヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下のとおりであります。
ヘッジ手段　金利スワップ
ヘッジ対象　借入金の利息

③ヘッジ方針
　借入金の金利変動リスクを回避する目的で、金利スワップ取引を行っております。

④ヘッジ有効性評価の方法
　ヘッジ対象の相場変動又はキャッシュ・フロー変動の累計とヘッジ手段の相場変動又はキャッシュ・フロー変
動の累計を比較し、その変動額の比率によって有効性を評価しております。
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建物 4,659,508千円
土地 2,182,093千円

合計 6,841,601千円
担保に係る債務の金額
短期借入金 2,947,413千円
長期借入金 2,378,987千円

合計 5,326,400千円

13,833,557千円

会計方針の変更
（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定会
計基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定める経過
的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしまし
た。なお、当連結会計年度の連結計算書類に与える影響はありません。

会計上の見積りに関する注記
（重要な会計上の見積り）
会計上の見積りは、連結計算書類作成時に入手可能な情報に基づいて合理的な金額を算出しております。当年度の連結
計算書類に計上した金額が会計上の見積りによるもののうち、翌年度の連結計算書類に重要な影響を及ぼすリスクがあ
る項目は以下の通りです。

固定資産の減損の認識の要否
（１）当年度の連結計算書類に計上した金額
　　有形固定資産　12,016,573千円
　　無形固定資産　     288,551千円
　一部の事業所においては継続的に営業損益がマイナスとなっていることから当連結会計年度において減損の兆候があ
ると判断し、減損損失の認識の要否について検討を行いました。検討の結果、当該事業所について、割引前将来キャッ
シュ・フローが固定資産の帳簿価額を超えると判断されたため、減損損失は計上しておりません。
（２）会計上の見積りの内容について連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報
　当社グループは、原則として、事業用資産について事業所を基準としてグルーピングを行っております。減損の兆候
があると認められる場合には、資産グループから得られる割引前将来キャッシュ・フローの総額と帳簿価額を比較し、
帳簿価額が割引前将来キャッシュ・フロー総額を下回る場合には、当該資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減
額し当該減少額を減損損失として計上しております。
　当該判定に用いられる将来キャッシュ・フローの見積りは、翌期以降の事業計画を基礎としており、特に一部の景気
動向の影響を受け易い顧客からの受注予測に基づく取扱数量の見積りや売上原価の見積りについて、不確実性が認めら
れる仮定が使用されており、これらに係る経営者による判断が将来キャッシュ・フローの見積りに重要な影響を及ぼす
可能性があります。

(連結貸借対照表に関する注記）
１．担保に供している資産及びこれに対応する債務

２．有形固定資産の減価償却累計額

３．財務制限条項
（１）当社が締結しているシンジケートローン契約（2017年３月28日締結）には、以下の財務制限条項が付されてお
ります。

①各事業年度末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額を、2016年３月期末日における連結
貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額の75％に相当する金額、又は直近の事業年度末における連結貸借
対照表に記載される純資産の合計金額の75％に相当する金額のうち、いずれか高いほうの金額以上に維持するこ
と。

②各事業年度末日における連結損益計算書に記載される経常損益を２回連続して損失としないこと。
（２）当社が締結しているコミットメントライン契約（2022年7月1日締結）には、以下の財務制限条項が付されてお
ります。
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当連結会計年度期首
株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
増 加 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
減 少 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度 末
株 式 数

発 行 済 株 式

普 通 株 式 6,006,373 － － 6,006,373

合 計 6,006,373 － － 6,006,373

自 己 株 式

普 通 株 式 368,381 181,636 50,900 499,117

合 計 368,381 181,636 50,900 499,117

決 議 株 式 の 種 類 配当金の総額 １ 株 当 た り
配 当 額 基 準 日 効 力 発 生 日

2022年 6  月24日
定 時 株 主 総 会 普通株式 225,519千円 40円 2022年 3 月31日 2022年 6 月27日

株 式 の 種 類 配当の原資 配当金の総額 １ 株 当 た り
配 当 額 基 準 日 効 力 発 生 日

普 通 株 式 利益剰余金 275,362千円 50円 2023年 ３ 月31日 2023年 ６ 月28日

普通株式 159,200株

各事業年度末日における連結貸借対照表における純資産の部の合計金額を、直近の事業年度末日における連結貸借対照
表における純資産の部の合計金額の75%に相当する金額以上に維持すること。

（連結損益計算書に関する注記）
　災害による損失

2022年6月に発生した埼玉県で発生した雹被害に伴う損失を計上しております。

（連結株主資本等変動計算書に関する注記）
１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び総数に関する事項

（単位：株）

（注）１．単元未満株式の買取りによる増加52株及び譲渡制限付株式報酬による自己株式の無償取得による増加84株
　　　　　であります。
　　　２．2022年11月8日開催の取締役会決議に基づき、2022年11月9日に東京証券取引所の自己株式立会外買付
　　　　　取引（ToSTNeT-3）による買付けを行い、自己株式181,500株の取得によるものであります。
　　　３．新株予約権の行使による減少7,300株及び譲渡制限付株式報酬による自己株式の付与による減少43,600株
　　　　　であります。

２．剰余金の配当に関する事項
(１) 配当金支払額

(２) 配当の効力発生日が当連結会計年度末日後となるもの
2023年６月27日開催の定時株主総会に次のように付議する予定であります。

３．当連結会計年度末の新株予約権の目的となる株式の種類及び数
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（金融商品に関する注記）
１．金融商品の状況に関する事項

(１) 金融商品に対する取組方針
　当グループは、資金運用については預金や安全性の高い金融商品等に限定し、また、資金調達については銀行借
入や社債発行による方針であります。デリバティブは、借入金の金利変動等リスクを回避するために利用し、投機
的な取引は行わない方針であります。

(２) 金融商品の内容及びそのリスク
　営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）に晒されてお
ります。
　投資有価証券である株式は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスク（為替や金利
等の変動リスク）に晒されております。
　営業債務である支払手形及び買掛金は、そのほとんどが１年以内の支払期日であります。借入金は、主に営業取
引に係る資金調達であり、ファイナンス・リース取引に係るリース債務は設備投資に係る資金調達であります。営
業債務や借入金、社債は資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）に晒されて
おります。

(３) 金融商品に係るリスク管理体制
①信用リスクの管理

　顧客の信用リスクに対しては、与信管理規程及び販売管理規程に従い、事業担当部署、営業担当部署及び経理
担当部署が主要な取引先の状況を定期的にモニタリングし、取引相手ごとに期日及び残高を管理し、財務状況の
悪化等による回収懸念の早期把握に努めることで、その軽減を図っております。
　デリバティブ取引の利用にあたっては、金融機関の信用リスクを軽減するために、格付の高い金融機関とのみ
取引を行っております。
　当期の連結決算日現在における最大信用リスク額は、信用リスクに晒される金融資産の貸借対照表価額により
表わされております。

②市場リスクの管理
　市場価格の変動リスクに対しては、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、また、取引
先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直すことで、その軽減を図っております。
　金利等の変動リスクに対しては、デリバティブ取引（金利スワップ取引等）を利用してヘッジしております。
　なお、ヘッジ会計に関するヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ方針、ヘッジの有効性の評価方法等については、
前述の「（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）　４．その他連結計算書類の作
成のための重要な事項　⑶　重要なヘッジ会計の方法」をご参照ください。

③資金調達に係る流動性リスクの管理
　資金調達に係る流動性リスクに対しては、各部署からの報告に基づき財務担当部署が適時に資金繰計画を作
成・更新することで、その軽減を図っております。

(４) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含まれ
ております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することによ
り、当該価額が変動することもあります。また、「２．金融商品の時価等に関する事項」におけるデリバティブ取
引に関する契約額等については、その金額自体がデリバティブ取引に係る市場リスクを示すものではありません。

(５) 信用リスクの集中
　当期の連結決算日現在における営業債権のうち18.31％が特定の大口顧客に対するものであります。
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連結貸借対照表計上額 時 価 差 額

⑴ 投 資 有 価 証 券

そ の 他 有 価 証 券 420,204 420,204 －

資 産 計 420,204 420,204 －

⑴ 長 期 借 入 金 2,639,087 2,642,026 2,939

⑵ リ ー ス 債 務 （ 固 定 ） 468,258 477,568 9,309

負 債 計 3,107,345 3,119,595 12,249

デ リ バ テ ィ ブ 取 引 （ ※ ） △40,357 △40,357 －

区 分 連 結 貸 借 対 照 表 計 上 額

非 上 場 株 式 4,160

２．金融商品の時価等に関する事項
　2023年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりです。なお、市
場価格のない株式等は、次表には含まれておりません（（注）２をご参照ください）。

（単位：千円）

（※）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目につい
ては△で示しております。

（注）１．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項
資産

　現金及び預金、受取手形、売掛金
　現金は現金であること、預金、受取手形、売掛金は短期間で決済されるものであるため、時価が帳簿価
額に近似するものであることから、注記を省略しております。

(１)投資有価証券
　これらの時価について、株式は取引所の価格によっております。なお、保有目的ごとの有価証券に関す
る注記事項は後述の「（有価証券に関する注記）」をご参照ください。

負債
支払手形及び買掛金、短期借入金、リース債務(流動)

　これらは短期間で決済されるものであるため、時価が帳簿価額に近似するものであることから、注記を
省略しております。

(１)長期借入金、(２)リース債務（固定）
　これらの時価については、元利金の合計額を、新規に同様の借入又は、リース取引を行った場合に想定
される利率で割り引いた現在価値により算定しております。変動金利による長期借入金は金利スワップの
特例処理の対象とされており、当該金利スワップと一体として処理された元利金の合計額を、同様の借入
を行った場合に適用される合理的に見積もられる利率で割り引いて算定する方法によっております。

デリバティブ取引
　後述の「（デリバティブ取引に関する注記）」をご参照ください。

２．市場価格のない株式等
（単位：千円）

　これらについては、資産　「⑴投資有価証券 その他有価証券」には含めておりません。
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１年以内 １年超
５年以内

５年超
10年以内 10年超

現 金 及 び 預 金 2,725,777 － － －

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 3,482,826 － － －

合 計 6,208,603 － － －

１年以内 １年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内 ５年超

短 期 借 入 金 3,314,213 － － － － －

リース債務（流動） 245,746 － － － － －

長 期 借 入 金 － 1,752,521 676,566 140,000 70,000 －

リース債務（固定） － 231,896 236,362 － － －

合 計 3,559,959 1,984,417 912,928 140,000 70,000 －

区 分
時価(単位：千円）

レベル1 レベル2 レベル3 合計

投 資 有 価 証 券 420,204 － － 420,204

資 産 計 420,204 － － 420,204
デ リ バ テ ィ ブ 取 引

通 貨 関 連 － 37,966 － 37,966

金 利 関 連 － 2,391 － 2,391

負 債 計 － 40,357 － 40,357

３．金銭債権の連結決算日後の償還予定額
（単位：千円）

４．長期借入金、リース債務及びその他の有利子負債の連結決算日後の返済予定額
（単位：千円）

５．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類
しております。
レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における、調整されていない、相場価格により算定した時価
レベル２の時価：直接又は間接に観察可能な時価に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外のインプット

を用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属する
レベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

（１）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品
   当連結会計年度（2023年３月31日）
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区 分
時価(単位：千円）

レベル1 レベル2 レベル3 合計

長 期 借 入 金 － 2,642,026 － 2,642,026

リ ー ス 債 務 ( 固 定 ) － 477,568 － 477,568

負 債 計 － 3,119,595 － 3,119,595

区 分 取 得 原 価 連 結 決 算 日 に お け る
連結貸借対照表計上額 差 額

連 結 貸 借 対 照 表 計 上 額 が
取 得 原 価 を 超 え る も の

株 式 140,388 384,684 244,296

小 計 140,388 384,684 244,296

連 結 貸 借 対 照 表 計 上 額 が
取 得 原 価 を 超 え な い も の

株 式 35,628 35,519 △109

小 計 35,628 35,519 △109

合 計 176,017 420,204 244,187

（２）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
   当連結会計年度（2023年３月31日）

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
投資有価証券
　投資有価証券は全て上場株式であり、活発な市場で取引されているため、その相場価格をレベル１の時価に分類して
おります。
デリバティブ取引
　デリバティブ取引は、取引のキャッシュ・フローを金利や為替レート等を用いて、割引現在価値法により算定してお
り、レベル２の時価に分類しております。
長期借入金、リース債務(固定)
　これらの時価は、元利金の合計額を、新規に同様の借入又はリース取引を行った場合に想定される利率で割り引いた
現在価値により算定しております。想定される利率は国債の利回り及び信用リスクを加味したもので、レベル２の時価
に分類しております。
　なお、長期借入金中、変動金利のものの元利金はヘッジ手段である金利スワップと一体として処理された元利金の合
計額を用いております。

（有価証券に関する注記）
その他有価証券で時価のあるもの

（単位：千円）

（注）表中の「取得原価」は、減損処理後の帳簿価額であります。
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区 分 取 引 の 種 類 等 契 約 額 等 契 約 額 等 の
う ち １ 年 超 時 価

市場取引以外の取引 通貨スワップ取引
米ドル固定支払・日本円固定受取 369,037 369,037 △37,966

合 計 369,037 369,037 △37,966

ヘ ッ ジ 会 計 の 方 法 取 引 の 種 類 等 主なヘッジ対象 契 約 額 等 契 約 額 等 の
う ち １ 年 超 時 価

原則的処理方法 金利スワップ取引
支払固定・受取変動 長期借入金 461,250 ― △2,391

合 計 461,250 ― △2,391

当連結会計年度
（2023年３月31日）

賃 貸 等 不 動 産
連 結 貸 借 対 照 表 計 上 額

期 首 残 高 327,433

期 中 増 減 額 △327,433

期 末 残 高 －

期　末　時　価 －

賃 貸 等 不 動 産 と し て 使 用
さ れ る 部 分 を 含 む 不 動 産

連 結 貸 借 対 照 表 計 上 額

期 首 残 高 8,358,250

期 中 増 減 額 △464,564

期 末 残 高 7,893,685

期　末　時　価 18,236,630

（デリバティブ取引に関する注記）
ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ

（単位：千円）

（注）時価の算定方法　前述の「(金融商品に関する注記）5.金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項」を
ご参照ください。
ヘッジ会計が適用されているデリバティブ

（単位：千円）

（注）時価の算定方法　前述の「(金融商品に関する注記）5.金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項」を
ご参照ください。

（賃貸等不動産に関する注記）
賃貸等不動産の状況及び時価に関する事項
１．賃貸等不動産の概要

　当社では、東京都その他の地域において、賃貸収益を得ることを目的として賃貸用のオフィスビル（土地を含む）
及び賃貸用の倉庫を所有しております。なお、当該不動産の一部については、当社及び一部の子会社が使用している
ため、賃貸等不動産として使用される部分を含む不動産としております。

２．賃貸等不動産の連結貸借対照表計上額及び当連結会計年度における主な変動並びに連結決算日における時価及び当
該時価の算定方法

（単位：千円）

（注）１. 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額であります。
２. 当連結会計年度増減額のうち、賃貸等不動産における主な減少は減価償却費29,230千円、売却による減少

298,202千円であります。
また、賃貸等不動産として使用される部分を含む不動産における主な増加は不動産取得48,398千円、主な
減少は減価償却費521,903千円であります。

３. 主な物件の時価の算定方法については、社外の不動産鑑定士による不動産鑑定評価書に基づく金額、その他
の物件については一定の評価額や適切に市場価格を反映していると考えられる指標に基づく金額でありま
す。ただし、第三者からの取得時や直近の評価時点から、一定の評価額や適切に市場価格を反映していると
考えられる指標に重要な変動が生じていない場合には、当該評価額や指標を用いて調整した金額によってお
ります。
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（自　2022年４月 1 日
至　2023年３月31日）
当 連 結 会 計 年 度

　

賃 貸 等 不 動 産

賃 貸 収 益 72,339

賃 貸 費 用 61,406

差 額 10,933

そ の 他 （ 売 却 損 益 等 ） 131,797

賃 貸 等 不 動 産 と し て 使 用
さ れ る 部 分 を 含 む 不 動 産

賃 貸 収 益 1,720,391

賃 貸 費 用 1,013,057

差 額 707,334

そ の 他 （ 売 却 損 益 等 ） －

梱 包 事 業 運 輸 事 業 倉 庫 事 業 賃貸ビル事業 合 計

医 療 機 器 1,031,078 549,688 590,326 － 2,171,093

工 作 機 械 5,958,750 631,001 138,550 － 6,728,302

大 型 精 密 機 器 2,385,129 195,298 746,071 － 3,326,499

小 型 精 密 機 器 4,963,768 1,034,465 1,006,202 － 7,004,436

そ の 他 725,421 55,398 62,312 261,591 1,104,723

顧 客 と の 契 約 か ら 生 じ る 収 益 15,064,148 2,465,852 1,039,252 － 18,569,252

そ の 他 の 収 益 － － 1,504,211 261,591 1,765,803

外 部 顧 客 へ の 売 上 高 15,064,148 2,465,852 2,543,463 261,591 20,335,055

３．賃貸等不動産に関する損益
（単位：千円）

（注）賃貸等不動産として使用される部分を含む不動産には、サービスの提供及び経営管理として当社及び一部の子会
社が使用している部分も含むため、当該部分の賃貸収益は、計上されておりません。賃貸費用には、当該不動産
に関連する費用（減価償却費、修繕費、保険料、租税公課等）を含めております。

（収益認識に関する注記）
(1)顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）

(注）「その他の収益」は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づくリース収益であります。

(2)顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
当社は、以下の５ステップアプローチに基づき、収益を認識しております。
　ステップ１：顧客との契約を識別する
　ステップ２：契約における履行義務を識別する
　ステップ３：取引価格を算定する
　ステップ４：取引価格を契約における別個の履行義務へ配分する
　ステップ５：履行義務を充足した時点で収益を認識する

　収益を認識するにあたっては、当社グループが主な事業としている梱包事業、運輸事業におけるサービスの提供
について、顧客との契約に基づき履行義務を識別しており、通常は下記の時点で当社グループの履行義務を充足す
ると判断し収益を認識しております。
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１株当たり純資産額 1,834円96銭
１株当たり当期純利益 175円00銭

①梱包事業に係る収益
　梱包事業におけるサービスの提供に係る収益には、主に梱包作業、流通加工作業などの業務に係る収益が含ま
れ、梱包物の発送、流通加工の完了により履行義務が充足されることから、当該履行義務を充足した時点で収益を
認識しております。
②運輸事業に係る収益
　運輸事業におけるサービスの提供に係る収益には、主に運送等の業務に係る収益が含まれ、主として貨物の運送
の開始から顧客への貨物の引渡しまでのサービスの提供に伴って履行義務が充足されることから、当該履行義務を
充足した時点で収益を認識しております。
③倉庫事業に係る収益
　倉庫事業におけるサービスの提供に係る収益には、主に保管、入出庫及び賃貸等の業務に係る収益が含まれ、保
管においては一定の保管期日到来時点、入出庫においては入出庫作業完了時をもって履行義務が充足されることか
ら、当該履行義務を充足した時点で収益を認識しております。賃貸等は企業会計基準第13号「リース取引に関す
る会計基準」等に従って収益を認識しております。
　収益を認識する金額は、サービスと交換に権利を得ると見込んでいる対価を反映した金額としております。
　また、これらの履行義務に対する対価は、履行義務充足後、別途定める支払条件により概ね１年以内に受領して
おり、重大な金融要素は含んでおりません。

（１株当たり情報に関する注記）

（重要な後発事象に関する注記）
　該当事項はありません。

（注）連結計算書類の記載金額は千円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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建　　物
機械装置

 ２年～50年
 ８年～15年

個　別　注　記　表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
１．資産の評価基準及び評価方法

(１) 有価証券
①子会社株式

総平均法による原価法
②その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの
期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は総平均法によ
り算定）

市場価格のない株式等
総平均法による原価法

(２) デリバティブ
時価法

(３) 原材料及び貯蔵品
　通常の販売目的で保有するための棚卸資産は、先入先出法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方
法）によっております。

２．固定資産の減価償却の方法
(１) 有形固定資産（リース資産を除く）

　主として定率法を採用しております。
　ただし、本社ビルの建物については定額法を採用しております。また、1998年４月１日以降に取得した建物
（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用
しております。
　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　また、2007年３月31日以前に取得したものについては、償却可能限度額まで償却が終了した翌年から５年間で
均等償却する方法によっております。

(２) 無形固定資産（リース資産を除く）
　定額法を採用しております。
　また、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用しており
ます。

(３) リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する定額法によっております。
所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。

３．重要な引当金の計上基準
(１) 貸倒引当金

　債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個
別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(２) 賞与引当金
　従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額の当事業年度負担額を計上しております。

(３) 退職給付引当金
　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき、当事業年度末において
発生していると認められる額を計上しております。
　数理計算上の差異は、発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により翌事
業年度から費用処理しております。

(４) 重要な収益認識及び費用の計上基準
　当社は、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）及び「収益認識に関する
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会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　2020年３月31日）を適用しており、約束した財又はサ
ービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識して
おります。

４．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
ヘッジ会計の方法
①ヘッジ会計の方法

　繰延ヘッジ処理を採用しております。
②ヘッジ手段とヘッジ対象

　当事業年度にヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下のとおりです。
ヘッジ手段　金利スワップ
ヘッジ対象　借入金の利息

③ヘッジ方針
　借入金の金利変動リスクを回避する目的で、金利スワップ取引を行っております。

④ヘッジ有効性評価の方法
　ヘッジ対象の相場変動又はキャッシュ・フロー変動の累計とヘッジ手段の相場変動又はキャッシュ・フロー変
動の累計を比較し、その変動額の比率によって有効性を評価しております。

会計方針の変更
（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）
「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定会計
基準適用指針」という。）を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定める経過的な取
扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。な
お、当事業年度の計算書類に与える影響はありません。

会計上の見積りに関する注記
（重要な会計上の見積り）
会計上の見積りは、計算書類作成時に入手可能な情報に基づいて合理的な金額を算出しております。当事業年度の計算
書類に計上した金額が会計上の見積りによるもののうち、翌年度の計算書類に重要な影響を及ぼすリスクがある項目は
以下の通りです。

固定資産の減損の認識の要否
（１）当事業年度の計算書類に計上した金額
　　有形固定資産　9,141,633千円
　　無形固定資産     287,607千円
　一部の事業所においては継続的に営業損益がマイナスとなっていることから当事業年度において減損の兆候があると
判断し、減損損失の認識の要否について検討を行いました。検討の結果、当該事業所について、割引前将来キャッシ
ュ・フローが固定資産の帳簿価額を超えると判断されたため、減損損失は計上しておりません。
（２）会計上の見積りの内容について計算書類利用者の理解に資するその他の情報
　当社グループは、原則として、事業用資産について事業所を基準としてグルーピングを行っております。減損の兆候
があると認められる場合には、資産グループから得られる割引前将来キャッシュ・フローの総額と帳簿価額を比較し、
帳簿価額が割引前将来キャッシュ・フロー総額を下回る場合には、当該資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減
額し当該減少額を減損損失として計上しております。
　当該判定に用いられる将来キャッシュ・フローの見積りは、翌期以降の事業計画を基礎としており、特に一部の景気
動向の影響を受け易い顧客からの受注予測に基づく取扱数量の見積りや売上原価の見積りについて、不確実性が認めら
れる仮定が使用されており、これらに係る経営者による判断が将来キャッシュ・フローの見積りに重要な影響を及ぼす
可能性があります。
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建物 4,621,954千円
土地 2,101,526千円

合計 6,723,480千円
担保に係る債務の金額
１年内返済予定の長期借入金 2,909,075千円
長期借入金 2,343,985千円

合計 5,253,060千円

13,479,067千円

関係会社に対する短期金銭債権
関係会社に対する長期金銭債権

109,643千円
1,061,563千円

関係会社に対する短期金銭債務 13,234千円

売上高 229,235千円
仕入高 277,483千円
営業取引以外の取引高 23,292千円

（貸借対照表に関する注記）
１．担保に供している資産及びこれに対応する債務

２．有形固定資産の減価償却累計額

３．財務制限条項
（１）当社が締結しているシンジケートローン契約（2017年３月28日締結）には、以下の財務制限条項が付されてお
ります。

①各事業年度末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額を、2016年３月期末日における連結
貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額の75％に相当する金額、又は直近の事業年度末における連結貸借
対照表に記載される純資産の合計金額の75％に相当する金額のうち、いずれか高いほうの金額以上に維持するこ
と。

②各事業年度末日における連結損益計算書に記載される経常損益を２回連続して損失としないこと。
（２）当社が締結しているコミットメントライン契約（2022年7月１日締結）には、以下の財務制限条項が付されて
おります。
各事業年度末日における連結貸借対照表における純資産の部の合計金額を、直近の事業年度末日における連結貸借対照
表における純資産の部の合計金額の75%に相当する金額以上に維持すること。

４．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

（損益計算書に関する注記）
１．関係会社との取引高

２．災害による損失
2022年6月に発生した埼玉県で発生した雹被害に伴う損失を計上しております。
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当 事 業 年 度 期 首
株 式 数

当 事 業 年 度
増 加 株 式 数

当 事 業 年 度
減 少 株 式 数

当 事 業 年 度 末
株 式 数

自己株式

普通株式 368,381 181,636 50,900 499,117

合計 368,381 181,636 50,900 499,117

繰延税金資産
賞与引当金 153,158千円
退職給付引当金 243,459千円
資産除去債務 120,403千円
金利スワップ 732千円
投資有価証券評価損 45,073千円
関係会社株式評価損 12,083千円
減損損失 444,319千円
その他 101,083千円

繰延税金資産小計 1,120,314千円
評価性引当額 △460,693千円
繰延税金資産合計 659,621千円
繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 △49,355千円
繰延税金負債合計 △49,355千円
繰延税金資産の純額 610,265千円

種　類 会社等の名称 議 決 権 等 の 所 有
（被所有）割合(％)

関連当事者との
関 係 取 引 内 容 取引金額

(千円) 科　目 期末残高
(千円)

子会社
SANRITSU
LOGISTICS
AMERICA  Inc.

所有
 直接100％

梱包事業の受託
役員の兼任

資金の貸付
（注）１ 1,088,269 長期貸付金 1,061,563

増資の引受
（注）２ 939,120 ― ―

（株主資本等変動計算書に関する注記）
自己株式の種類及び総数に関する事項

（単位：株）

（注）１．単元未満株式の買取りによる増加52株及び譲渡制限付株式報酬による自己株式の無償取得による増加84株
　　　　　であります。
　　　２．2022年11月8日開催の取締役会決議に基づき、2022年11月9日に東京証券取引所の自己株式立会外買付
　　　　　取引（ToSTNeT-3）による買付けを行い、自己株式181,500株の取得によるものであります。
　　　３．新株予約権の行使による減少7,300株及び譲渡制限付株式報酬による自己株式の付与による減少43,600株
　　　　　であります。

（税効果会計に関する注記）
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

（関連当事者との取引に関する注記）

　　取引条件及び取引条件の決定方針等
　　（注）１．資金の貸付については、市場金利を勘案して利率を決定しています。
　　（注）２．増資の引受については、子会社が行った増資を全額引き受けたものです。
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１株当たり純資産額 1,743円24銭
１株当たり当期純利益 143円37銭

（収益認識に関する注記）
　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報について、「連結注記表　収益認識に関する注記」
に同一の内容を記載しておりますので注記を省略しております。

（１株当たり情報に関する注記）

（重要な後発事象に関する注記）
　該当事項はありません。

（注）計算書類の記載金額は千円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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